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ャリプレーティング装置 (AGS-500D、島津社)を用いて負荷した力 (x) と表示された力( y) の相関を調べた。そ
の結果、両者の聞には直線回帰式 y=33.0+ 1. 16x、相関係数 r=O.981 (N =40、 P く 0.0001) が得られ、極めて高い相
関があり、感圧シートの測定精度が高いことが判明した。次にヒトを対象として校合力測定実験を行った。被験者に
は、自覚的及び他覚的に顎口腔系に機能異常がなく、大臼歯の咳合関係は Angle 1 級を呈しており、第三大臼歯の校




筋筋活動を100% (G100) として、その60% (G60) 及び30% (G30) での校合力をそれぞれ 3 秒間発揮させ、感圧シ




ンビュータに取り込み、 100 ms ごとの移動 RMS を算出し、最大値を示した RMS をその試行の代表値とした。異なっ
た噛みしめ強さ間で比較できるように次式を用いてデータの正規化を行った。
nRMSa = RMSa/ (RMS30 + RMS60 + RMSlOO) X (30 十 60 十 100) (%)、 a=30、 60、 100
他の分析項目についても同様に正規化を行って比較した。
【結果】
1 )校合力と岐合接触面積は、噛みしめ強さの増加に伴って有意に増加したが、平均校合圧は 3 段階の噛みしめ強さ
の間で有意差が認められなかった。
2 )習慣性哩輔側と非習慣性岨輯側との間で校合力、校合接触面積を比較すると G30 と G60では、共に習慣性阻鴎側で
有意に大きな値を示したが、 G100では両側聞に有意差は認められなかった。
3 )唆合力と校合接触面積の非対称性指数 (AI(%) = (Vp-Vnp) / (Vp+ Vnp) + 100 、 Vp二習慣性阻輯側の測定値、
Vnp=非習d慣'性岨E爵側の測定値)は、噛みしめ強さが増加すると有意に減少した。すなわち、唆合力の左右のバランス
は噛みしめ強さの増加に伴い、習慣性阻輔側から有意に正中に近づいた。
4 )前後の殴合力バランスは、第一大臼歯の遠心 3 分の l から第二大臼歯の近心 3 分の l の範囲に分布し、噛みしめ
強さを変化させても著しい変化はなかった。
5 )個々の歯に作用する校合力を個歯唆合力、校合接触面積を個歯校合接触面積とすると、いず、れの噛みしめ強さに
おいても個歯校合力、個歯岐合接触面積は第二大臼歯で最大であった。総攻合力に対する個歯校合力の比率と総岐合
接触面積に対する個歯校合接触面積の比率は、いずれも非習慣性岨輯側の第二大臼歯のみが噛みしめ強さの増加と共
に有意に増加した。
【考察】
以上の結果から、唆頭最合位で、噛みしめ強さが増加すると、左右的な校合力バランスは習慣性阻輯側から正中に移
動することが明らかになった。一方、前後的な校合力ノてランスは噛みしめ強さが増加しても殆ど変化がなかった。こ
れは個歯校合力、個歯校合接触面積の分布比率が噛みしめ強さが増加しても、非習慣性岨輯側の第二大臼歯を除いて
殆ど変化しなかったことによると考えられる。また、噛みしめ強さが増加しても平均岐合圧には殆ど変化がなかった。
したがって、阻日爵系は最大噛みしめ時には、左右的に力が偏位することなくバランスが釣り合うように校合し、歯や
顎関節に過大な力が集中することを防ぐ仕組みになっていることが示された。本実験結果より、噛みしめ強さの増加
に伴う校合力バランスの移動は、顎口腔機能が異常なく営まれているかどうかを知る良い指標になることが示唆され
た。
論文審査の結果の要旨
本研究では、岐頭最合位での噛みしめ強さと校合力バランス、平均唆合圧、岐合接触点の面積及び接触位置の相互
関係を調査した。その結果、噛みしめ強さが増加すると左右の校合力ノてランスは習慣性岨鴎側から正中へと移動し、
平均唆合圧には有意差が認められないことが明らかになった。このことから、岨瞬系は最大噛みしめ時には、左右的
に力が偏位することなくバランスが釣り合うように岐合し、歯や顎関節に過大な力が集中することを防ぐ仕組みにな
っていることが示された。このように、唆頭巌合位での生理的機能を明らかにすることは、岐合のもつバイオダイナ
ミックス(生物動力学)を知る上で重要な意義をもつものであり、博士(歯学)の学位授与に値する。
